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『唐人街探偵 3 東京 MISSION』（21 年）の公開によって日本でも人気が広

がったシリーズ最新作（第 4 作）は、1900 年の義和団事件まで遡る前日譚。

サンフランシスコでは「トランプ2.0」と重なるような中国人排斥運動が起き

る中、唐人街では2つの殺人事件（切り裂きジャック事件）が発生！ 

シャーロック・ホームズは本物の名探偵だが、劉昊然（リウ・ハオラン）演

じる秦福（チンフー）は迷探偵？否！彼がネイティブ・アメリカンの青年・阿

鬼（アグイ）と共に魅せる、『科捜研の女』顔負けの推理力と科学捜査はなか

なかのものだ。エンタメ色いっぱいの展開の中、少しずつ真実に迫り、中国人

排斥法案を可決させようとするグラント議員の“聖域”にまで踏み込んでいく

二人の勇姿をしっかり楽しみたい。 

本作最大の注目点は、ラストにみる周潤発（チョウ・ユンファ）演じる唐人

街のボス・白軒齢（バイ・シュエンリン）による「中国万歳！」的な大演説。

大陸横断鉄道が無事完成できたのは華僑たちの血と汗の結晶！それはそのと

おりだが、「トランプ 2.0」展開中の今、この白軒齢の叫び（＝大演説）をあ

なたはどう受け止め、どう評価？ 

─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── 

■□■シリーズ最新作（第4作）はプリクエル（前日譚）！■□■ 

2015年に中国で公開され、大ヒットした『唐人街探偵』は日本では未公開だったし、続

く『唐人街探偵2 NEW YORK MISSION』（18年）も日本では未公開だった。ところが、

『唐人街探偵3 東京MISSION』（21年）が2021年7月に日本で公開されると、それに

続いて『唐人街探偵2 NEW YORK MISSION』（18年）も公開された。そのため私は『唐

人街探偵 3 東京MISSION』（『シネマ 49』255頁、『シネマ 54』224頁）と『唐人街探
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偵2 NEW YORK MISSION』（『シネマ50』197頁、『シネマ54』221頁）を続けて鑑

賞したが、同シリーズ第4作たる最新作が公開されると聞くと、そりゃ必見！ 

もっとも、そのタイトルは『唐人街探偵1900』だから、アレレ。そう、本作は秦福（チ

ンフー）（劉昊然／リウ・ハオラン）と阿鬼（アグイ）（王宝強／ワン・バオチャン）の 2

人の迷探偵が大活躍する『唐人街探偵』シリーズのプリクエル（＝前日譚）なのだ。 

■□■時代は1900年！冒頭には「義和団事件」が！■□■ 
本作の時代は1900年。すなわち、日清戦争（1894－95年）と日露戦争（1904－05年）

の間の時代。そしてまた、名作『北京の55日』（63年）や『砲艦サンパブロ』（66年）で

描かれた、「義和団事件」（1900年）が国際的に大問題になっていた時代だ。本作冒頭では

義和団事件の背景やそのポイントが要領よく説明された後、清朝の高官・費洋古（フェイ・

ヤング―）が政治組織「興中会」の孫文を捕らえるためアメリカのサンフランシスコにや

ってくるストーリーが描かれるので、まずはその歴史的な流れをしっかり把握したい。 

張婉婷（メイベル・チャン）監督の名作『宋家の三姉妹』（97年）（『シネマ5』170頁）

では、導入部で靄齢（アイレイ）（揚紫瓊／ミシェール・ヨウ）、慶齢（ケイレイ）（張曼玉

／マギー・チャン）、美齢（ビレイ）（鄔君梅／ヴィヴィアン・ウー）の 3 姉妹の父親たる

チャーリー（姜文／チアン・ウェン）が清朝からの独立運動を強める革命闘士・孫文を支

援する姿が描かれた後、次女の慶齢が孫文の秘書となって日本に渡った上、孫文と結婚す

るストーリーがドラマチックに描かれていた。 

それに対して、本作導入部では、上記のとおり、清朝に抵抗する政治組織「興中会」の

孫文を捉えるため、清朝の高官・費洋古（岳雲鵬／ユエ・ユンポン）がサンフランシスコ

にやってくる姿が描かれるが、これは史実に基づく物語？それとも次に登場する1900年当

時のアメリカにおける排中運動の展開中に起きた“切り裂きジャック事件”と関連づける

ためのテクニックであって、歴史上の事実のでっち上げ？ 

■□■排中運動が高まる中、切り裂きジャック事件が発生！■□■ 

義和団事件と時を同じくする1900年、アメリカのサンフランシスコでは、米下院議員グ

ラント（ジョン・キューザック）の娘アリスが、チャイナタウン（唐人街）で殺されたう

え、腹の中が切り裂かれるという悲惨な事件が発生！さらにネイティブ・アメリカンの老

人が殺され、その容疑が「チャイナタウン協盛堂」のボスである白軒齢（バイ・シュエン

リン）（周潤発／チョウ・ユンファ）の息子・白振邦（バイ・ジェンバン）（張新成／チャ

ン・シンチョン）にかけられることになったから、さあ大変だ。 

日本は現在、2026年 2／8の投開票に向けて衆議院議員選挙の真っ只中にあるが、そこ

での争点の 1 つが外国人（の規制）問題。それは 1900 年当時のサンフランシスコでも同

じで、中国人を毛嫌いしているグラントは中国人を排斥する法案を推進しようとしていた

から、白軒齢と何かと因縁があるのは当然だ。そんな状況下、グラントの娘が死亡した上、

“切り裂きジャック”によるネイティブ・アメリカンの死亡事件の容疑が白軒齢の息子・
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白振邦にかけられたため、白軒齢は探偵・秦福（チンフー）（劉昊然／リウ・ハオラン）に

調査を依頼。その結果、秦福はネイティブ・アメリカンの養子で、死亡した養父の復讐に

燃える阿鬼（アグイ）（王宝強／ワン・バオチャン）と共に調査を開始することに。 

“切り裂きジャック事件”は超有名だが、義和団事件と同じ1900年にサンフランシスコ

でもそんな切り裂きジャック事件があったとは！？秦福の探偵ぶりは名探偵シャーロッ

ク・ホームズを彷彿させるものだが、阿鬼はネイティブ・アメリカンらしく、いかにもイ

ンディアン風！そんな 2人の凹凸コンビの探偵としての実力は過去のシリーズ 3作で実証

済みだ。しかして、そのプリクエル（前日譚）たる本作に見る2人の迷探偵ぶりは？ 

日本では 1999年 10月のスタートから 26年間も続いてきた沢口靖子主演の人気TVド

ラマ『科捜研の女』が2026年1月に終了するが、同シリーズで見せた“科学捜査”の数々

は見事なものだった。それと同じように（？）、本作ではシャーロック・ホームズもどき（？）

の秦福の推理力に、ネイティブ・アメリカンならではの阿鬼の嗅覚等の原始能力（？）を

プラスした2人のコンビ力の強さが存分に発揮されるので、それに注目！ 

■□■トランプ２.０展開中の今こそ本作は大フィット！■□■ 
真珠湾攻撃を決行した1941年12月8日以降、日本国内は戦勝気分に湧いたが、米国に

住む日本人が大いなる迫害を受けたのは当然。その悲惨さはさまざまな小説や映画で描か

れている。日本人の米国への移住、移民は明治時代以降だが、中国から世界中へ移住、移

民した「華僑」が至る所にコミュニティ（中華街）を作ったことはよく知られている。19

世紀中頃にアメリカ大陸へ移住した華僑たちは、「苦力（クーリー）」と呼ばれながら、西

部開拓や産業発展の重要な労働力となった。とりわけ、19世紀中頃にゴールドラッシュ時

の鉱山採掘や大陸横断鉄道の建設が始まると、黒人奴隷の解放に伴う労働力不足と相まっ

て、華僑の「苦力」としての役割が高まった。それはあくまで「奴隷労働」ではなく「契

約労働」ではあったものの、中国人労働者の安価な「契約労働」という形態は、白人がな

るべく高い賃金で仕事を得ようとする「自由労働」とは相容れないものだったのは当然だ。

そのため、アメリカ西海岸ではしだいに中国人労働者排斥の動きが生まれ、1882年には「中

国人移民排斥法」が成立した。 

このようなアメリカにおける華僑の歴史や中国人排斥運動は、「アメリカ・ファースト」

を叫ぶトランプ政権が1期でバイデン政権に取って変わられたものの、2025年1月から始

まった「トランプ 2.0」にみる、その政策の徹底ぶりと対比してみれば興味深い。さらに、

秦福と阿鬼の2人の探偵が現在調査中の、1900年にサンフランシスコで起きた切り裂きジ

ャック事件とその背後にあるグラント議員を中心とした中国人排斥運動の展開も、上述し

た歴史上の事実と対比してみれば、より興味深いはずだ。したがって、「トランプ 2.0」展

開中の今こそ本作は大フィット！ 

■□■見事な推理と見事な証拠集めに注目！さあ、真犯人は？■□■ 
映画や小説では凹凸コンビが活躍するものが多いが、昭和を代表するヤクザ映画のそれ
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が『悪名』シリーズだった。同作では、体格も性格も喋り方も女関係も（？）その他すべ

てが対照的な「八尾の朝吉」こと村上朝吉親分を演じる勝新太郎とその弟分の「モートル

の貞」（1・2作）、清次（3～14作）を演じる田宮二郎が絶妙の凹凸コンビを形成していた。 

それに対して、1900年のサンフランシスコを舞台とする『唐人街探偵』シリーズ最新作

たる本作では、迷（？）探偵・秦福の推理力と人間離れした阿鬼の行動力が絶妙の凹凸コ

ンビを形成し、本来立ち入ることのできないグラント議員の“聖域”にまで入り込み、白

振邦は切り裂きジャック事件の容疑者にでっち上げられただけであることを見事に暴いて

いくので、それに注目！さらに、真犯人はもとより、犯行の実態まで明確にしていくから、

そのストーリーをしっかり理解しながら、2 人が暴いていく切り裂きジャック事件の真相

をじっくりと楽しみたい。 

■□■大御所も大活躍！ラストの“大演説”をどう評価？■□■ 

『唐人街探偵』シリーズの主人公は秦福と阿鬼の2人だが、そのメインは劉昊然演ずる、

天才だがどこか気弱で頼りない点が目立つ秦福。それに対して、王宝強演ずる阿鬼は作品

ごとにさまざまに姿を変えながら、秦福の相棒役を巧みにこなしている。しかして、時代

を1900年、舞台をアメリカのサンフランシスコに設定した本作では、秦福は本来のキャラ

のままだが、阿鬼は何とネイティブ・アメリカン（＝インディアン）の青年という設定と

されたから、かなり変わった演技が要求される難しい役柄だ。したがって、『唐人街探偵』

シリーズの前日譚たる本作では、まずはそんな若手 2 人のコンビの目新しい活躍ぶりに注

目したい。他方、本作中盤からラストにかけては、周潤発演じる「チャイナタウン協盛堂」

のボスである白軒齢の存在感の大きさと唐人街におけるリーダーとしての牽引力、そして

本作ラストのクライマックスで見せる“大演説”に注目！ 

グラント議員の愛娘アリスが腹を切り裂かれた状態で死亡したのは悲劇だが、その容疑

が白軒齢の息子・白振邦にかけられたのは理不尽だ。しかし、1900年当時の中国人差別が

強いサンフランシスコの唐人街では、白軒齢がいかに「チャイナタウン協盛堂」のボスで

あっても、中国人排斥運動の先頭に立つグランド議員に対抗するのは困難だった。そんな

中でも、2 人の迷探偵（？）の活躍によって白振邦が切り裂きジャック事件の犯人ではな

く、その犯人（黒幕）は実はグラント議員であったことが判明していくからすごい。 

本作最大の注目点は、本作ラストで見せる白軒齢の中国人排斥運動に対する中国人の抵

抗の歴史への賛美だ。アメリカで最初の大陸横断鉄道が開通したのは1869年たが、そのた

めに要した膨大な労働力が黒人奴隷労働に近い華僑のそれであったことは有名だ。そうす

ると、黒人奴隷解放後のアメリカの繁栄は、中国人労働者（＝華僑）の血と汗にまみれた

労働力のおかげ！？本作ラストのクライマックスにみる「中国万歳！」的な白軒齢の大演

説は大いに聴き応えのあるものだから、それをしっかり拝聴した上、「トランプ 2.0」が展

開中の昨今、それをどう評価するのかについてしっかり考えたい。 

2025（令和7）年2月6日記 


